
奥州市立小山東幼稚園ＰＴＡ

園の特徴 本園は、昭和６２年４月１日に設立し、園児数１６０人を超える胆沢町時代から、県・町教委の研究指定の公開研究会を例年のように進め、胆江
地区の幼稚園教育先進園であった。地域との連携、協力を大切にしながら、平成１３年度からは、伝承芸能「堀切ばやし」の継承、平成１５年度か
ら「老人ホームへの慰問活動」、平成１６年度から「防火パレード」への参加、赤い羽根街頭募金活動などを行ってきている。

地域の特徴 奥州市は、平成１８年２月２０日に合併。現在人口は、１１５，１３３人。小山地域は、嘗ての胆沢町に属し、胆沢地区の中でも世帯数が２，４５４
世帯と地区内でも一番多い人口である。自然に恵まれた地域で、胆沢平野の広大な農作地として発展してきている。兼業農家で、三世代家族が
多く、歴史と文化の継承である郷土芸能も盛んに行われている。少子高齢化の傾向が伺え、あらゆる分野に影響が出てきている。

活動内容

成 果

・会員数の減少により、各専門部の活動内容や活動規模などを協議し
て行くことが大事である。

課 題

所在地：岩手県奥州市胆沢小山字後大畑
全園児数： ２８名

○組織の構成・運営状況
＊組織の構成
・３部体制（教養部・環境部・広報部）と学年ＰＴＡを基盤にそれぞれの活動を
計画的に進めている。
・各部には、会長をはじめとした役員がそれぞれの部に所属し、活動推進の助
言、支援を進めている。

＊運営状況
・父母学級、祖父母学級の「教育後援会」の開催、運営（教養部）
・広報「あおぞら」の編集・発行（広報部）
・環境整備（年３回）・園庭花壇づくり・プール組み立てと撤去作業（環境部）
・親子遠足、夏まつり、運動会等の協力（学年ＰＴＡ）
・医師による歯科指導（３歳児は、例年学年ＰＴＡ行事として実施）
・図書ボランティアによる図書環境整備
・花壇の花苗の植え込みボランティア

〇活動の工夫並びに教育への関心の高さ
・園児数の減少により、ＰＴＡ会員の組織活動にも影響がみられることから
役員・会員がいずれかの部に所属して活動を行っている。
・子どもの教育に関心の高い会員が多く、園行事への参加率は１００％で
園行事への協力も大変積極的である。
・福祉協力への意識も高く、社会福祉協議会主催の募金協力、書き損じはがき
の協力などでも多数の協力をいただいている。

特 徴 的 な 活 動 ・ 運 営 体 制 ○地域とのつながりを深める取組み
＊地区センター祭への参加協力
・ステージ発表への出演（園での伝承芸能活
動の「堀切ばやし」（年長・年中）の披
露）
・園児創作作品の出展の協力
＊教育振興運動への参加
・奥州市教育振興運動推進協議会の教育推進
運動の一環としての地域ぐるみでの子育て
推進に関わり、小山地区では、３１の実践
班が組織され、各団体連携を図りながら活
動を進めている。小山東幼稚園ＰＴＡもこ
の運動に参加・協力を行っている。

○その他の活動
・夏休み、冬休み中のくらしに関わる園発行
の「生活チェック表」への取組
・「小山東幼稚園まなびフェスト」における
家庭での取組
・ＰＴＡ会報「このゆび と～まれ」の発行

・父母と教師が協力して、課題を設定し、手立てを工夫しながら、相互が理解し合う中、計
画どおり活動を進めることができた。
・子ども達の成長を活動を通して見て見たり、知ったりすることができ、有意義な活動がで
きた。


